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SDGs宣言書
有限会社島根環境保全センター

　　　　当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

　　　　持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。

代表取締役　森口　善宣

有限会社島根環境保全センター

◆経営方針

　 島根の地　環境美しく保つ道　全うせんと　センター躍進

◆目指す姿

　 心身共に健やかな人生を創造する企業を目指す

教育への貢献 水の効率的な利用、水の汚染の防止

社員の豊かなライフスタイル実現のため、育児や介護と仕事を

両立しやすい環境を目指します。

未来の地球環境を守るため、自社で排出する廃棄物の削減や

リサイクル等の活動に努めます。

<具体的な取り組み> <具体的な取り組み>

産前・産後休業・育児休業制度の整備／介護休暇・介護復

職支援制度の整備／各種休暇を取得しやすい風土づくり／健

康経営への参画

廃棄物排出量の削減、リユース・リサイクルの推進／ペットボト

ル・空き缶の分別回収やリサイクル活動／ペーパーレス化の推

進／廃棄物の管理体制の強化（廃棄物処理法の順守、廃

棄物管理責任者の選任等）
―　関連ゴール　― ―　関連ゴール　―

自社のリソースを最大限活用し、地域の教育に貢献する活動を

行います。

限りある水資源へ持続的にアクセスできるように、水資源の効率

的な利用や、水源となる森林の保護活動を推進します。

<具体的な取り組み> <具体的な取り組み>

職業体験や出張授業の企画・実施／文化イベント企画・協賛

（アートイベントやコンサート等）／地域のスポーツ振興、イベン

トへの参加・協賛

節水・中水利用の推進／排水管理の徹底／汚水処理施設

の管理

SDGsとは
2015年に国連で採択された「Sustainabul　Development　Goals（持続可能な開発目

標）」の略称。2030年までに持続可能なより良い社会を実現するために取り組むべき17のゴール、

169のターゲットが掲げられている。
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